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図書館人失格の記
文学部教授中山八郎
私は昭和23年Ｓ月末から６年１カ月間、国行国
会図薑館の弓股考査部中国資料室（後に課と改称）
に勤務した。その間|こ感じたことの一端を、与え
られ7E紙数内|こまとめてみることにする。
先ず第一に、それまで調査研究機関と大学教師
の経験しか持っていなかった私は、図書館に勤め
れば思う存分に本を利用して勉強が出来ると思っ
ていた。ところが、いざ勤めてみると当てが外れ
て、書物という御馳走は眼前に並んでいても、そ
れを自分で食べることは許されず、人に食べさせ
る役已であり、少くとも建て前の上では、閲覧者
とその必要とする図書とを結び付けるのが仕事だ
ということを思い知らされた。
一般考査部というのは一般人向けのリファレン
スをする部署で、私はそのうちの中国関係のリフ
ァレンサーを仰せ付かつ左のである。リファレン
スを考査と訳したのも変な感じがした。私の小学
生の頃は試験のことを考査と称していたからであ
る。米国の図書館ではリファレンス業務が重要視
され、利用者も非常に多いとかで、万事米国|こ見
習った日本の国会図書館でも、その「ひそみ」に
ならったのであろう。しかし私の在勤中は考査の
申込みは非常に少かつだ。
私の記'|意では、唯一の例外は来日中の米人学者
ノーマン氏からの間接的質問で､｢孫文が宮崎遇天
きゅうぜんさやく
をRb髻客|こ比しているが、Ｈｂ雷客とは如何なる人
物か」という問合せであった。実の所、当時私は
乢髻客という者を全然知らなかった。急いで調べ、
簡単に答えておいたが、弓|続いてこの(云説上の人
物|こ興味を'|裏き、色々調査した、私としては可成
り長い論槁を書き上げだ。それは後に学校の講義
案に利用したこともあり、－部は本学文学部の紀
要に掲載したこともある。
さて開館当初の国会図書館は司書の百資格壱が
払底していた。私も無資格なので図書館学の講習
を受けさせられたが、それが了えるとすぐに、合
度は講師として「中国薑料利用法」という講義を
受け持たされた。汗顔の至であった。私も－ｍ、
司書の辞令を舅っだが、それは当館以外には適用
しない資格で、而も確か昭和30年まで有効という
期限が付いていた様に思う。私は期限が来ないう
ちに罷めて教師|こ転じ、図害館人としては失格者
になり下ってしまった。
講習で何を覚えたのか、会は荘として殆ど忘れ
てしまった。ただ中国資料室だけは、他室と違っ
て閲覧業務の外|こ資料（図書）を保管していたの
で、漢籍の分類配置についても多少の私見を持っ
て処理に任じだ。
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若い人の気分で三こえた図書館
図書館渡辺美好
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理論的展開|こ欠けるから、実務的なものは、最少
限に抑えるべきである。すぐ役立つ知識は、たち
まち陳腐化してしまう。
大学図書館としては、舍曰の流動している生き
た経済を分析し、把握するのに役立つ文献|こ絞る
べきであろう。これまでは、日々の経済の動きや
商業活動を素材にして、就職してから実効のある、
具体的な調苣法やマネジメントのコツを教える資
料が、割合少なかったのではないか。
最近は、サラリーマンも広い識見と時代を先取
りする目が必要になってきた。企業イメージを高
めコミュニティとうまくやっていくためには、社
会活動|こ参加して公益'|生を訴え、企業競争による
厳しい選別のなかで生き残っていくには、これま
で他人が考えもしなかったことを商品として開発
し、需要を掘り起していかねばならない。これは、
経済というよりも、文化のセンスの問題である。
このような状況下に対処する|こは、経済雪を読
むだけでは不十分であって、古典をはじめ、多く
の教養薑を味読することが大切である。巾広い知
識が売上げへ結びついていく。今日は、日常から
離れ左発想の飛躍がなければ、企業人として、も
はや失格であるといえよう。
サラリーマンといえども、有限な宇宙船「地球
号」の乗組員として、行動していかねばならない。
地球的規模での環境問題は、各人が狭い家庭内や
企業活動という枠に視点を据えている限り、その
深刻な様相は少しも見えてこない。
これらを理解するには、一般雪や社会問題を扱
った本を読んで、自己の社会常識を積まねばなら
1．利用者は変わった
大学が、かっての象牙の塔から、駅弁大学、さ
らに庶民教育の機関へと変貌したことは、万人が
認めている。このような変化に対応して、大学教
育のあり方が模索されつつあるが、図書館人のも
のの考え方やサービスは、社会の動きや嗜好と合
っているだろうか。
図髻館の利用者がどこの大学でも少ないという。
学生が図書館へ来ないのは、学生に問題があるか
らか。理由はもちろん複合しているであろうが、
若い人達の生の気持をもとに図書館サービスを検
証してみたら、いま我々にできることか、案外見
えてこないか。以下、逆説的ではあるが、私見を
のべてみよう。
最近の若い人が大学へくるのは、ほとんどがサ
ラリーマンになるだめである。大学はサラリーマ
ンを養成するのだと割り切ってしまえば簡単であ
るものを、何かエリートか学者を養成するかのよ
うに、いつまでも固執していないか。サラリーマ
ンというが、会の会社は会議の場に経済理論の用
語かボンボンでてくるし、先端'|胄報を駆使してイ
キイキと仕事しているその姿は、生半可な研究者
よりも、よほど学者的である。
２.好みの本をいれよう’
さて、サラリーマンを養成するのだとして、彼
らにllU要とする本は実用書であるから、これを多
臺|こ図書館に備えるべきである。ただし、ハウ・
ツーものは目先きの用が足せても、事後の応用性
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彩にする。カーＦ目録で本を探したい人、実物を
見て決めたい人、それらは各人の好みに任せれば
よい。開架図書が多いと本の密林で利用者が迷う
というのは、図書館のレイアウト・配架法・本の
装備・サインに問題があるからだ。
ない。特に、いま現実の話題は、研究薑という形
ではなく、実務把当者とか活動家が意見を主張す
るというナマの資料でしか存在しないから、これ
らについても積極的|こ収集するようにしないと、
世の中の事象から置いてきほりをくう。
Ｓ・遊びにきている ４.楽しさの工夫Ⅲ
図髻館をもっと楽しい場にできないであろうか。
暇があったから図書館へ来た、何か面白いことは
ないかと期待してブラリとやって来た、という風
にしたいものである。
例えば'|胄報提供であるが、別|こカウンターでな
ければやっていけないという法はない。掲示板と
はわからないような、インテリアと融合したボー
ドで文献ニュースを提供する。館内の要所要所に
置いてある受話器をとると、図書館の利用案内・
文献の使い方・新刊'|胄報が、Ｕ地よい音楽ととも
に流れてくる。これは、その気にさえなれば、す
ぐにでもできることである。
本や文献に興味をもつ人間'ことって楽しさとは、
本や資料に関する新しいニュースが得られるかど
うかということである。直接役立つか否かにかか
わらず、常時この種の'|胄報に接していないと、不
安から落ち言きを失くしてしまう雪痴特育の症状
を呈する。
図髻館には、職務柄さまざまの文献'|胄報が流入
してくる。その中|こは、公にするにははばかれる
もの、故障の生ずるものもないではないが、研究
者に|更益を与えるlll胄報も随分含まれている。合は
個性の時代である。図書館へ行けば、この種のニ
ュースが裏話まで含めてわかるということを、ハ
ッキリカラーとして打ち出すべきではないか。
最近は－種の流行から、大雪店ばかりか中小＝
店でも読書相談の看板を店内の一角にかかげ、お
客の質問に苔えようとする店が目立つが、なかな
か評判がよいようである。狭い見聞であるが、こ
の程度の回答能力は、図書館であればどこでも持
っている。にも係わらず、学生をはじめ多くの人
いまの学生は、生活をエンジョイしたいという
願望が強い。ところで、遊びの精神それ自体は悪
いことではない。遊びとは、決まりきった仕事を
ひたすら’`忍''の－字でするとは反対の、自由と
倉U造性|こ満ちた精神活動である｡｢之れを知る者は
之れを好応壱に如かす。之れを好む者は之れを楽
しむ青に如かす｡」（『論語』雍也篇)という＝葉も
ある。
図書館の利用手続きは、繁雑でことさら利用者
に負担をかけていないか。生涯を決する大事な本
であればともかく、ごく軽い気持で借りていこう
とするとき、面倒なことをあれこれ＝われたので
は、バカバカしくなってしまう。
誰でもそうであるが、公衆の面前で姓名を呼ば
れるのはイヤなものである。本を借りる度にいち
いちプライバシーを公開しなければならないとし
たら、安い本であれば、自分で買ってしまった万
がズット気分がよい。
大学図書館にも、一定の割合で娯楽雪を入れね
ばならない。もし、読書を通じて学生たちの人格
形成に参加したいというのであれば、キャンパス
・ライフに必要なものを制限すべきではないと思
う。｛固人'ことって、教養書と娯楽書は判別しがた
いものである。
図書館蔵書は、原貝U的にすべて開架にすべきで
ある。目的があってする読書は、人生に大きな意
味を持ち得ない。言架の閂を散策し、何気なく取
り出した本|こ枕頭の書を発見したり、目的もなし
に読んだ本から、重大なヒントを掴んだりするの
は、よくある話である。
開架方式は、利用者の貢料へのアブ□－チを多
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な傾向である。
図薑館が||胄報を扱う専門機関であるのに、それ
が利用へと結びつかないのは、スレチガイかどこ
かにあるからか。
カウンターにいると、学生たちからそのものズ
バリ、すなわち'1胄報ないしは資料について、即物
的な求められ方をして驚くことがある。石から左
へ書き写せば済むようなレポートを先生か出題す
る筈はないし、まだ、生きた人間の疑問を過去の
文献か的確に答えられよう訳がないとも、後で弁
解がましく思う。
図書館員|こ－言二言たずね、気にいらないとサ
ッサと弓|さ上げてしまうのは、何も学生に限らな
い。先生方にも、どこまでも食いついて離れず、
図書館を骨までシヤブリつくして利用するといっ
た態度を、余り見かけない。教室で学生たちが質
問しないのと同じように、日本人の特性である礼
儀正しさ(？)から、遠慮がつきまとうのかも知れ
ない。
カウンターに立つ係員は、待つことか嫌いで諦
めの早い、このような利用者とも応接しなければ
ならない。聖徳太子ではないから、１を間いて１０
を知ることは無理としても、＝つ三つ位はピンと
こないと、呆れられてしまい、利用者をつなぎと
めておくことができない。
図書館界でも最近、閲覧や参考係のカウンセリ
ング技術が話題となるが、それと共に、広い知識
をもった職員の配置か必要で、この面での養成も
重要である。所蔵している資料を、あらゆる点か
ら活用できる知恵と感が係員に備わっていなけれ
ば、漠然とした気分でくる利用者を資料へと結び
つけ、学習意欲を惹起させることはできないであ
ろう。
参壱:r現代若者文化=』苣野拓也善
築地害館１９８１
から書店のサービスが重宝がられるというのは、
図書館がいかに過少評価されているかを示すと共
に、まだまだＰＲが足りないと思う。
これまでの図雪館は、カビ＜さく、いつ行って
も代わり映えがしないという印象が強かった。こ
れからの図書館の建物は、デザインや色彩につい
ても、世間と同じ感''１生が必要である。図書館はタ
イム・カブ・セルではないのだから。
５.触角人間
テレビ育ちの新人類といわれる合の若者は、落
ちつきかない、リズム感・スピード感を好む特性
があるという。コミッワの洪水は、絵とか形で自
己表現をしようとする世代をつくりあげだ。
このよう|こ、感覚が異常に肥大した学生たちか
ら、フィーリンブが合わないと言われないために
は、どうｕＥらよいか。
ブッワ・カバーのデザインは、本が売れるかど
うかを決するほど、出版社にとって重大なもので
ある。買手の注意を弓|＜だめ苫)Ｕを重ねて作った
ものを、図書館では安易に捨てていないか。
カバーを取られた本は、におい・音・色・振動
を発しない獲物のようなもので、触角人間にとっ
ては、反応をしょうがない。まず注意をひく、灰
|こ｛可だろうかと興味をもjＥせる、という段階をへ
て、はじめて本の内容が問題となり、読書という
ものが成立する。
本のイメージは、読後感である感激とともに、
装釘の印象がダブって記'|意される。利用者の気持
を大事|こすれば、出版された時の形態をできるだ
け崩さない万がよい訳である。ラベルや印は、最
小限に抑えているか。
６.即物主義
近年、『ぴあ』、『シティ□－ﾄﾐ』といった'|胄報誌
がブームである。都市生活における'|胄報価ＩＥが、
相対的|こ高まった結果であるが、若い人たちが'|胄
報に注目しだしたことは、図＝館'ことっても結構
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ずです。私のファイルの方法は、バインダーに項
目をつけて分類していますが、先生からもらった
プリントも、ただバラバラと机に置いていたので
は、いつの間にか矢くなってしまって、せっかく
戴いたものが何'こもならなくなってしまいます。
工学部|こは回雪室があるので、ふだん工学部の
学生が図書館へ行くのは多くないようです。本館
にも多数の自然科学雪が置いてあるのを、工学部
の学生はあまり知らないのではないでしょうか。
残念なことです。せっかくある便宜をもつと活用
iil難鴛F…すべきだと思います。理系では、数学を使っ
て、電気工学の解析を行
なうことが多く、この種
の課題も多数出題されま
す。難問で解きにくいと
きは書庫に類似の問題が
ありはしないかと探し回
り、２～Ｓ冊見つけたこ
とが何度かありましだ。
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薑館日日是好日
世界中で英語を使用す
る人が増えた昨合、英文
読解力が工学部でも重要
視されています。英書を
もっと増やし、日本文の
ものと同数位にしてもら
いたいと思います。まだ
某図書館のような英会話
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カセットの員出やカセットのコピーも出来るよう
なコーナーも作ってもらいたいものです。
最後|こ、私のような者に職員の万々に親切|こし
て戴き、合□この紙面を与えて下さったことに厚
く御礼申し上げます。
すべての参考書を買うことはできませんので、必
要があればコピーをし、資料としてファイルして
おけばたいへん助かります。
ファイルには種々の方法かあり、自分で工夫し
て保存しておけば、勉強にも興味か湧いてくるは
省力らひとこと箸
｢欧州共同体』
政経学部教授
戸崎徹成文堂〔333.83-To97〕
について正確な知識をうることか吉｛易でない欧ﾘ''1共同体（ＥＣ）は近年、日欧貿易|掌擦
の問題を中ｌＵｌこ、しばしば報道の対象になっ
て世人の関ＩＵをひいているが、日本人のＥＣ
に対する知識は、それほど深まっていない。
その主要な理由のひとつは、合や世界史の動
向を左右する巨大な存在になっているＥＣに
関するわが国の文献の多くが、部分的なアブ
□－チにとどまり、その基本的な性格、特殊
な機構と政策、複雑多仮な発展過程等の全般
}える。ことにあると（
|ま、ＥＣという巨人の姿を一望のもと本書
えるという、きわめて困難な作業にＥとら
したがって)や》やあえて挑戦したものであり
ヨー□シバの難醒な内容のものになったが、
現状を正確に把握しようとするひとびと仁と
研究の一助となれば幸いである。て
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わたしの研究生活第５回
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研究資料の聚集と整理
文学部教授舂名 好重
法Ⅲ６.拓本はわが国の古代の名筆劇跡のように高
価ではないから求めやすい。
研究資料(2)わが国の各時代の薑跡を書かれた年
代|||頁に並べただけでは、Ｂ本の薑の歴史の研究は
できない。薑跡について調べ、筆者について調べ
るだけでなく、書跡が薑かれた時代、とりわけ当
時の文学や美術について調べなければならない。
そのため、古代･中世のいろいろな文献を読まなけ
ればならない。本を読んで、どんなことが書いて
あったか、忘れない人はよいが、そんな人はまれ
である。私は大体のことは覚えているが、こまか
いことは忘れる。そのだめ、カードに書き抜くこ
とにしている。私が用いるカードは、この『松陰』
と同じ大きさの原稿用紙と白紙とを用いている。
私のカードの書き方について－つの例を挙げるこ
ととする。
『扶桑略記』の延長五年二月廿五日の条仁ｒ弾正
尹親王、為民部卿六十賀、於桃園宮、設法会、奉
造薬師|ﾑ像、奉写法華経・随願薬師・金剛寿命・
般若心経、雑染色紙、金銀絵之、小野追風、日忠
則写之」とある。これによって、色紙、色紙の写
経、金泥・銀泥で描いた下絵、小野造園・小野忠
則が写経をしたことがわかる。そこで、５枚のカ
ートミに上記の文を写し、さら|こ『扶桑略記』の延
長五、二、廿五の条にあることを注記し、延長五
年は｢927｣年であることも注記して、色紙・色紙
経・下絵・小野道風・小野忠則の研究資料として
分類しておく。１枚のカードをいろいろな研究の
資料として流用することはできないから、めんど
私の研究私はわが国の薑の発達、変遷について
研究している。すなわち、日本の書の歴史を研究
しているが、私の研究の重点は古代・中世の寶族
階級の書にある。
研究資料(1)薑の歴史を研究するには、まず各時
代の薑跡を貝なければならない。中世・近世の薑
跡も高価であるが、古代の書跡は特別高価である
から、買い求めることはできない。まだ、いくら
金があっても、買い求めることは容易でない。そ
れ故、原本通りに複製したのをできる限り集める。
それは原寸大である上に、原本と同じ形体であり、
同じ色であるのか望ましい。－度は原本を貝なけ
ればならないが、一度ちょっと見左だけではくわ
しいことがわからないし、まだ、忘れる心配があ
る。古代・中世の名筆劇跡として尊重されている
薑跡は、明治。大正・昭和の三代にわたって、そ
の全体または一部分が複製されている。ほかに薑
跡の写真版がたくさん刊行されている。
古代・中世の薑跡は、博物館・美術館などで展
観されている。非公開の文庫、東京では前田育徳
会の尊経闇文庫、京都では近衛家の陽明文庫など
には、古代・中世の名筆劇跡がたくさんあるが、
学生は見ることができないので、複製本や原寸大、
原色の写真版を利用しなければならない。
わが国の薑と中国の薑とは密接な関係がある。
それ故、わが国の薑について研究するには、中国
の薑についても研究する必要がある。わが国の書
と関係の深い六朝時代・随・唐・宋の書は法帖や
拓本がたくさんあるので、見ることが容易であり、
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うでも、上記の場合は５枚のカードを作成する。
私は複写しないで、めんどうでも筆写すること
にしている。筆写していると、漢文は読めるよう
になり、句読点・濁点の無いかな文は正しく読め
るようになる。複写すると、めんどうははぶける
が、覚えない。筆写すると、めんどうであるが、
書いているうちに覚える。
カードの整理紀臺丼とか、藤原関雄とかという
人は、当時は第一の能書として尊重されたが、後
世の薑に大きな影響が無い。そのだめ、薑丼や関
雄のカードは少ししかないが、道風のカードはた
くさんある。道風の出生・経歴・官位・害役・薑
跡・和歌・伝説など、非常に多いから、それぞれ
分類する。さらに書役も、額、色紙形、願文など
にこまかく分ける。書跡のカードは髻跡一点、一
点の分類をするだけでなく、たとえば「屏風土代』
に関しては、たくさんのカードをこまかく分類し
なければならない。
カードの注記いろいろな本を読んでいて、書に
関(系のある記載はもちろん、書に関連のある記載
はみんな筆写する。さらに必要な注記を加えなけ
ればならない。上記の『扶桑略記』についていえ
ば、延長五年は927年であることを注記しておく
と、たくさんのカードを年代|||目に並べることが容
易である。まだ「弾正尹親王」は克明親王であり、
｢民部卿」は藤原清鬘であることを注記するばかり
でなく、道風は實平六年(894）に生れて、康|呆三
年(966)になくなったので､「894～966｣と注記す
るなど、必要な注記をしておくと、カードを利用
する時|こ'更利である。利用する時|こ調べていると
利用できなくなることがある。
料紙の大きさ古代・中世の書跡のうち、文書は
－枚の紙|こ書い7Eのが多いが、巻子本に仕立てた
のもある。記録も巻子本が多い。そのほかは巻子
本または冊子本あるいはその断簡が大部分である。
本の大きさや形で書写年代が大体わかる。まだ、
本の大きさがわかっていると、断冑を見た場合、
同じ本であって、同筆であっても、料紙の大きさ
が違えば、その本の断曽ではなく、ほかの本の断
冑と認めなければならない。古代の巻子本・冊子
本の断簡は掛物に仕立てて鑑賞の対象とする。掛
物に仕立てる際、料紙の天地と左右とを少したち
おとすことかある。そのだめ、もとの本と断冑と
大きさに僅かの差があることがある。しかし、そ
の場合は別の本の断冑とはいえない。－面の行数、
一行の長さ、文字の大きさは同じか、どうかとい
うことを調べるlu1要がある。それ故、料紙の紙質
、色をよく見るとともに料紙の大きさや行数、行
の長さなどをはかっておくことがたいせつである。
源氏物語のカート：私は『源氏物語』を読みなが
ら、書に直接、間接関係のある文を－冊のノート
に筆写した。このノートは『源氏物語』と書との
研究には|更利であるが、ほかの研究|こは不|更であ
る。たとえば、古代の紙の研究の場合、流用する
ことができない。カードにしておくと、たとえば、
紫式部の書についての考えとか、陸奥紙とか、溥
様とか、色紙とか、色紙のかさねとかに関して、
ほかの文献のカードといっしょ|こ利用できる利点
がある。
てまとひまとをかけることどんな研究でも、ふ
だん小さな努力を積み重ねること、やっかいなこ
とをめんどうからないことが肝要である｡｢犬も歩
けば、棒に当るQ｣といわれている。研究者はいろ
いろな本を読んで、自分の研究に役立つ記載を発
見し、筆写し、分類しなければならない。小さい
努力が何＋年も続くと、大きな研究がはやく、た
やすくできるようになる。
(８頁よりつづく）
の目に触れて貰いたいと思うが、次号が出たら育
無をいわさず雪庫へ追いやってしまう、というの
は、何か人生のはかなさを感じてしまう。
そこで、特色あるものをひのき舞台へと登場ね
がって、－日でも長くみんなの景仰をうけさせた
ら、編集者の労もいくぶんか報われるように思う。
資料はそれ自身に価ＩＥがあるのではなく、人々|ご
活用されてはじめて価値か生ずるものであるから。
しよういん５号(1983.4）７
納入業者に至急扱いで依頼している。キャンパス
内の書店にもし探求＝があれば、彼が駆けていっ
て頁ってくることもある。
本を見つけたらどうするか。どこの図書館でも
同じように、整理のlll自番を待っている本が山積み
されているから、ほっといたのでは、いつ利用で
きるか判らない。そこで、この本に特急|更のチケ
ットがつけられ、ノン・ストップで終点まで直行
することになる。せっかく白熱した利用者の意欲
を冷してしまわないために、このような努力もし
ている。なお、事典等の参考図書は急行便扱いに
する約束もできている。
●新幹線が図書館をはしる
東北・上越両新幹線が開業して、遠隔地へ行く
時間がだいぶ短縮された。盛岡も新潟もまだ行つ
だことはないが、この分ならいつか行けるかも知
れない。
利用者が図書館へ見たいと求めてくる本は、図
書館|こある本ばかりとは限らない。たとえあった
としても、まだ整理が終ってなかったり、様々の
状態が考えられる。ところで、書名や雑誌名を具
体的にあげて請求してくるような人は、合すぐそ
れを見たい筈であるから、応じられない理由が種
種図書館側にあっても、それをもって謝絶するこ
とはできない。
東海道新幹線|こは遅れたが、利用者の求めに即
応するため、図書館に新幹線が敷設された。利用
者の要求する本が蔵書中に確認できないと、いよ
いよ出番である。すぐさま彼は、収髻係・整理係
・雑誌Ｉ系へとすっとんでいく。
図書館の資料は、目録等ガイ乍成された後であれ
ば、数十万冊の中から１冊の本を検索するのも訳
はないが、整理の中途で探し出すことは、チョッ
ト難しい゜利用者のあらゆるアブ□－チ|こ対応で
きるように各種目録が作られ、書架へ並べられる
まで|こ加工を施さねばならないから、中閂に沢山
の人の手を経ているため。１箱に30キ□もの重さ
の本を詰め込んである段ボール箱を７～Ｓ段も重
ねだ、その－番下からお目当ての本が出てくるこ
ともシバシバである。
図書館にない本はすぐ|こ発注する。この時は、
●雑誌特集号の活性化をはかる
閲覧室の＿角に新刊雑誌コーナーがあるが、こ
の入□に“雑誌特集号紹介，,と銘うっ厄ボードが
おいてある。
「中曽根訪米を待ちうけるアメリカ(中央公論５８
年２月ニル「小倉百人一首―限りなき魅力（国
文学解釈と鑑賞５８年１月号)」というカードがこ
こに貼ってある。これは、雑誌の特集号の標題を
書いたもので、図書館へ毎日入ってくる雑誌の中
から、これはと思うものを逐次カード化して、こ
のように掲出しているのである。
前者は－時世閂をにぎわし左話題であり、後者
は正目を迎える準備として人々の敏Ｕをわらつだ
ものである。このように、雑誌の特集号は、社会
の様相を実にビビッドな感じで|云えてくれる。内
容においては、ワ□スオーバー的な発想が豊かで
あり、カレント．トピッワスは私たちの意識を世
界の動きと同時進行形にさせてくれる。
ごく一般的な雑誌を400種ほど新刊雑誌コーナ
ーに置いてあるが、スペースの関係もあって、当
館ではそれらの最新ニレか展示していない。これ
はと思うものは永く展示して、なるべく沢山の人
（７頁へつづく）
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